
平成１８年第１回　洞爺湖町議会定例会一般質問

質問議員 件　　　　　名 質　問　要　旨 備　考

６番 ①

小 松 　晃 １．新町初代町長として、 （１） 今回の選挙で「合併を進めて来た者とし

（一問一答方式）　　新しいまちづくり・ て、新町建設計画を推進するのが自分の

　　新町建設計画の具体 任務だ」と言っていたようですが、今年

　　策について 度を初年度とするこの計画をどう具体化

し実行して行くのか。

（２） 中でも「活力に満ちた元気産業のまちづ

くり」が最初に、しかも最も力を入れな

ければならないのではないかと思います。

経済の活性化をどう進めるのか。

（３） １０年間の計画としては大変きついので

はないかと思いますが、財政的な事情等

から大幅な遅れや計画倒れに終ることは

無いか。

２．旧町からの懸案であ （１） 畑かん施設が花和では未だ十分活用され

　　った事項について ていないように見られるが、この間施設

　　（再確認） の整備は進められたか。又、利用状況は

どうか。（洞爺地区との整備状況や利用

状況の違いは無いか）

（２） 「危険がいっぱいで、拡幅の必要性は十分

認識している」と言っていた、母と子の

館前の踏切拡幅整備の考え方を伺います。

２１番 ②

佐々木 良 一 １．総合窓口の設置及び （１） ＩＴの進展により、行政窓口は全国的に

（一問一答方式）　　行政窓口のワンスト 大きな変革期にあると言われています。

　　ップ化について 洞爺湖町においても全職員へのＰＣの配

置、庁内ＬＡＮの整備、支所間の光ケー

ブルの設置とそのインフラ整備は進みま

した。合併により、より以上の住民サー

ビスの向上を計る為、総合窓口を設置し、

行政窓口のワンストップ化を計るべきと

考えます。結果住民サイドでは、町のＨ

Ｐからインターネットや携帯電話を通じ

て総合窓口へのアクセスによるワンスト

ップ化が計られる。又機械操作の出来な

い人にデジタルデバイドによる社会的弱

者が生じない対策として、窓口業務のワ

ンストップ化による利便性と満足度が高

められる。

行政サイドでは、バックオフィス業務の

ＩＴ化による内部事務の集中処理、アウ

1



トソーシングにより、従来の事務手順を

見直すことで、行政運営の効率化が可能

になり、スリム化が計られる。双方に大

きな利点があります。

ホスピタリティを重視した接遇改革の目

玉として、合併による行政改革として、

早期に住民サービスの向上を計るべきと

考えるが、現在の状況及び今後の対応方

について伺います。

２．農業センターの管理 （１） 管理運営を民間委託する考えは。

　　運営並びに活用策に 先ず行政の農業センターに対する考え方、

　　ついて 認識について伺います。

①農業者及びＪＡの評価をどう受け止め

　ているか。

②地域振興に対する貢献度について。

③都市と農村の交流の場としての評価。

④各部門及び施設の有効活用について

⑤上記①～④を踏まえた費用対効果につ

　いて。

以上の事柄を考慮し、将来の管理運営を

考えるとき、民間委託やＪＡとの連係も

重要な選択肢と思われますが、今後の管

理運営の方向について理事者の考えを伺

います。

（２） 農業センター周辺を「道の駅」として活

用する考えは。

札幌圏から洞爺湖町の玄関機能、国道２

３０号の通行量、景観にフィットした位

置、とれたて市協議会による土日農産物

販売実績等を考慮すると、農業センター

周辺を洞爺湖町のインフォメーション機

能を備えたバックヤードを持つ特色ある

体験型道の駅として活用すべきと思われ

るが、理事者の考えを伺います。

３．職員の評価制度導入 （１） 地方自治体の財政が非常に厳しい中、今

　　について 多くの自治体が管理職、しいては一般職

の給与引き下げに踏み切っています。

私は一律何％引き下げと言った手法に対

しては疑義を感ずる。意欲的に働く職員

に対しては公明・公正な評価制度上に立

った給与体型を作るべきと思うので、理

事者の考え方並びに対応策について伺い

ます。
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２３番 ③

松 井 保 明 １．新町における行財政 （１） 新町における財政基盤の強化について。

（一問一答方式）　　運営について （２） 財政運営にあたり特に経常経費（人件費

及び物件費）の縮減について。

（３） 自主財源確保について。

（４） 集中改革プランの取組について。

（検討内容と議会及び住民に公表する時

　期）

２．農業の就業人口につ （１） 洞爺地区における農業の就業人口確保に

　　いて ついての対策は。

（２） 団魂の世代をむかえるにあたり、農業の

就業人口増に結びつくための対策は。

（３） 遊休地又遊休牧場（成香牧場、洞爺牧場）

廃校を再利用しての農業の就業人口確保

について。

（４） 受入れとして窓口に相談コーナーの設置

について。

３．道立及び町立（旧洞 （１） 両高等学校の存続のあり方についての町

　　爺村立）高等学校に の考えは。

　　ついて

１７番 ④

高 橋 利 典 １．地域審議会等の委員 （１） 地域審議会については、先の合併協議会

（一問一答方式）　　構成と効果的運営に において「虻田地区及び洞爺地区にそれ

　　ついて ぞれ地域審議会を設置し、町長から設置

区域に係る新町建設計画の変更及び執行

状況等について諮問を受け、審議・答申

する」と規定されているが。

（２） 町長も町政執行方針で、「洞爺湖町のま

ちづくり総合計画の策定にあたっては、

地域審議会やまちづくり審議会の設置を

進め、本年度中に関係機関との協議を行

う」とあるが。

（３） 地域自治組織の目指すところは住民協働

型の自治体経営そのものであり、本町も

合併を機に、「住民の、住民による、住

民のための町政」の実現に向けて、地域

審議会あるいはそれに類した附属機関を、

町政執行者にとって「真に洞爺湖町の将

来に向けた共同経営者である」と確信で

きるような委員構成と効果的運営を図る

べきではないでしょうか。
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１８番 ⑤

立 野 広 志 １．町民生活や産業の実 （１） 国の「三位一体改革」の影響、道の「再

（一問一答方式）　　態認識と予算編成の 建プラン」などによる影響。

　　考え方について （２） 年金、医療、介護、障害者など、相次ぐ

改悪による町民生活に及ぼす影響。

（３） 基幹産業の主要な経済指標と景気の動向

や雇用の見通し。

（４） これらの影響や実態を踏まえ、町民生活

を守るために、どのような町政運営を行

うのか。

２．新町建設計画の事業 （１） 合併後の新町建設計画として、継続及び

　　見通しについて 新規事業は、虻田地区は１７件、８１億

２３７６万円。洞爺地区は２７件、２８

億１９３０万円。両地区合計で４４件、

１０９億４３０６万円のハード事業を見

込んでいる。町の負担も約５３億８４１

１万円、４９．２％に及ぶ。これらの事

業見通しや財政計画を示されたい。

（２） 町の財政状況を踏まえ、優先度を明確に

して計画の整理・見直しをすすめる必要

があるのではないか。

３．洞爺温泉郵便局にお （１） ０７年１０月までに温泉郵便局の郵便物

　　ける配達業務等の廃 収集・区分・配達の業務を廃止するとの

　　止計画に対する対応 計画が出されていたが、その後、０６年

　　について に早まったとの情報があるが、計画の詳

細を把握しているか。

（２） ３月定例会で、配達業務廃止計画につい

て、町長は「…関係機関に要望や意見を

申し述べたい」と答えたが、その後の要

請内容について示されたい。

（３） 仮に、計画通りに行われた場合の地域で

の影響、住民の不安や意向をどのように

とらえているのか。

（４） 廃止計画を安易に認めることなく、雇用、

郵便サービス、地域福祉の面から計画撤

回を求める対応を行うべきではないか。

１０番 ⑥

中 村 千世子 １．漁業系廃棄物処理施 （１） 環境保全や施設の管理・運営などについ

（一問一答方式）　　設「海の華」につい て伺います。

　　て
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２．非核・平和のまちづ （１） 新生洞爺湖町として、町民の平和と安全、

　　くりについて 地域社会の発展のために、また観光都市

にふさわしい平和行政を広げるためにも、

自治体として「非核・平和の洞爺湖町」

の宣言することを提案致します。

２４番 ⑦

七 戸 輝 彦 １．洞爺地区（旧洞爺村） （１） 虻田本町地区には「あぶたコミュニティ

（一問一答方式）　　における集会所の使 センター」、同洞爺湖温泉地区には「と

　　用方法について うや湖コミュニティセンター」があり、

希望があれば通夜、葬儀にも使用されて

いる。洞爺地区において香川コミュニテ

ィセンターは同様の使用ができるか。

（２） 旧虻田町では各集会所等の使用予定があ

っても葬儀の申し込みがあった時、これ

を優先させる習慣があった。洞爺地区に

おいては、その様なルールや習慣はあっ

たか。

（３） 「寺院等を使用せずに、葬儀は公共施設

で執り行いたい」という洞爺地区の住民

の声も聞く。年間でもそう多くの回数と

はならないと思うが、例えば総合センタ

ーについても、空いている時または、先

約をしている方との話し合いがつけば、

これを使用を許可してはどうか。

２．子供を犯罪から守る （１） 虻田地区には「かけこみの家」、全児童

　　施策について に対する「防犯ブザー貸与」などの施策

がある。洞爺地区においてなされてきた

ことは何か。

（２） 今後、洞爺地区においても特に登下校時

に子ども達を犯罪から守るため、（１）

の様な施策が必要ではないか。

３．町民グランドについ （１） 旧虻田町議会では、時々同様の質問をし

　　て てきた。６月１２日に町長宛に提出され

た町民グランド再建の願いを込め、提出

された要望書に対し、町長は如何なる思

いを抱かれているか。

（２） 執行方針でも触れられていたが、庁舎内

プロジェクトの具体的組織内容はどうお

考えか。

（３） 従来旧虻田町には、学校外のグランドと

しては町民グランドと、母と子の館に隣

接するグランドがあった。災害のため止
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む無く他の用途に使用することとなった

が、早い時期の再建が必要ではないか。

（４） 私的調査によると、近隣市町村の中で照

明設備を有するグランドが無いのは、旧

虻田町だけだった。合併した洞爺地区の

学校等のグランドには照明設備があるが、

それはそれとして虻田地区では将来どう

する考えか。

４番 ⑧

五十嵐 篤 雄 １．広報「とうや湖」の （１） 合併して早２ヶ月、旧地域の住民が新し

（一問一答方式）　　一層の充実について い事柄に慣れようと努力している。３回

の広報が発行されているが、旧虻田町方

式で広報が作製されているようです。

・それぞれの広報を一本化するのに、ど

　のような協議がなされたのか。

（２） 必要情報はほぼ満足しており、住民への

提供目的は果たしていると思われます。

・２０ページの広報に情報を割り振る時、

　どのような基準で決めているのか。

（３） 私なりに考えると情報があちこちに散在

していたり、別情報として独立すべきも

の、又表やカレンダーを採用した方がわ

かりやすいと思われる。

・モニター制度を利用し住民の意見が反

　映した一層充実した広報づくりにとり

　くんでは。

２．育英基金貸付の現状 （１） 旧洞爺村では、なかった制度であり、教

　　と活用について 育費の負担を考えると住民にとってあり

がたい制度である。

・現況としていつから始まった制度か。

　貸付している対象者と総額はどれくら

　いか。又返済の状況はどうか。

（２） 厳格な審査が必要であるが、基金運用の

状況を十分考慮した上で、

・審査基準の緩和、月額の増額、それに

　伴い必要に応じた基金の積み増しの検

　討はできないか。

（３） この制度は、経済的理由で教育が受けづ

らい子供達の育成が目的であり、貸付で

あって補助や助成でないことから基金が

なくなるわけではない。

・制度の利用を促すとり組みをどのよう

　に行っているか。
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３．旧町村の決算及び （１） 合併協定では、財産、債務は新町に引継

　　１７年度決算の取扱 ぐことになっている。

　　いについて ①確定した財産、債務を知る上でも、旧

　町村の決算処理が必要であるが、どの

　ように実施されるのか。

②あまり意味がないが、３月２７日～３

　月３１日までの新町１７年度決算はど

　うか。

（２） 決算は単に結果であるとしてあまり重要

視されず決算認定も遅く実施されること

が多い。

・決算処理（確定）を早める為に、庁内

　で使われている情報機器を使ったシス

　テムは考えられないか。

３番 ⑨

板 垣 正 人 １．金毘羅火口散策路に （１） 金毘羅火口災害遺構散策路の整備につい

（一問一答方式）　　ついて て、観光客の方が現状のままでは非常に

わかりずらいという声をよく聞くが町の

考えは。

（２） 町政執行方針にもあるが、ＰＲを強化す

るというがどのような事を考えているの

か。

２．上下水道料金につい （１） 上下水道の基本料金（営業Ⅰ種など）を

　　て 見直す考えはないか。

３．有料広告ビジネスに （１） 町が住民向けに送付する通知書や封筒、

　　ついて 広報とうや湖等、町がもつあらゆる資産

に有料広告を載せる考えはないか。
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